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中園　直樹 教授　略歴

学歴・職歴

1974 年 3 月　　　北海道大学医学部卒業

1978 年 7 月　　　北海道大学大学院医学研究科博士課程単位修得退学

1984 年 3 月　　　医学博士（北海道大学）

1985 年 6 月　　　北海道大学医学部助教授

1992 年 4 月　　　関西医科大学医学部教授

2000 年 4 月　　　神戸大学医学部教授

2000 年 4 月　　　神戸大学国際協力研究科にて保健医療論講座を担当（～ 2012 年 3 月）

2008 年 4 月　　　神戸大学大学院保健学研究科教授

2012 年 3 月　　　神戸大学定年退職

2012 年 4 月　　　神戸大学名誉教授

（併任の職及び主な学内各種委員）

2007 年 7 月　　　国際交流委員会委員　（～ 2012 年 3 月）

2011 年 4 月　　　都市安全研究ｾﾝﾀｰ運営委員会委員 （～ 2012 年 3 月）

2008 年 4 月　　　大学院保健学研究科保健科学国際ｾﾝﾀｰ委員会委員長 （～ 2010 年 3 月）

2010 年 4 月　　　大学院保健学研究科国際交流委員会委員　（～ 2012 年 3 月）

2010 年 4 月　　　大学院保健学研究科予算委員会委員  （～ 2012 年 3 月）

2010 年 4 月　　　大学院保健学研究科安全衛生委員会委員　（～ 2012 年 3 月）

2011 年 4 月　　　大学院保健学研究科入試委員会委員　（～ 2012 年 3 月）

社会における活動

所属学会

日本衛生学会会員

日本国際保健医療学会会員

2005 年 4 月　　　日本予防医学協会健康教育指導医　（～ 2006 年 3 月）

2007 年 4 月　　　宝塚市環境審議会委員　（～ 2012 年 3 月）

2008 年 4 月　　　厚生労働省兵庫労働局労働衛生指導医　（～ 2012 年 3 月）

受　　賞

1980 年 2 月　　　北海道医学会賞 
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中園　直樹 教授　主要業績目録
 

著　　書    

　　　　　　　　（著書名）　　　　　　　　　　　　　　     　（発行所） 　              （発行年月）

１.　Epidmiology of rubella and its prevention （共著） Hokkaido University  1984 年 4 月
　 Medical Library   

 
２.　コクサッキーウイルス感染 中山書店 1978 年 8 月 

　 新内科学体系　第 53 巻 A（分担）     
   

３.　感染症予防 第 9 章 総合衛生公衆衛生学（分担） 南江堂 1985 年 5 月

４.　風疹の疫学と予防　北海道における知見を 医学教育出版社 1985 年 6 月  
　  中心として（分担）     
  

５.　アデノウイルス　厚生省監修微生物検査必携（分担） 日本公衆衛生協会 1987 年 2 月  
 

６.　アデノウイルス　臨床検査ＭＯＯＫ（分担） 金原出版 1988 年 4 月  
 

７.　Virus isolation of entervirus 70　（分担） Unversity of Tokyo Press 1989 年 5 月 
　  Acute Hemorrhagic Conjunctivitis

    
８.　アデノウイルス感染症　分子疫学（分担） 共立出版 1990 年 8 月  

 
９.　感染症―遺伝子診断と分子疫学（分担） 日本臨床社 1992 年 7 月  

 
10.　アデノウイルス 臨床ＤＮＡ診断法Ⅱ 3 感染症（分担） 金原出版 1995 年 4 月  

 
11.　感染症の疫学　疫学（日本疫学会編集）（分担） 南江堂 1996 年 5 月  

 
      

  他　10　件

 

学 術 論 文    

　　　　　　　　（論文名）　　　　　　　　　　　　　  　　（発行雑誌名）　　　　   （発行年月）

１.　Vaccination of adult women with a Japanese rubella  Biken Journal Vol.21 1978 年 7 月 
vaccine,  QEF-passage Biken vaccine pp.111-113    
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２.　Host factors and susceptibility to rubella virus  J Med. Virol. Vol. 7 1981 年 5 月
　infection: The assocatation of HLA antigens pp.287-297    
  
３.　Seroepidemiolgic studies of acute hemorrhagic  Amer.J.Epidemiol. Vol. 114 1981 年 7 月
　conjunctivitis virus（Enterovirus type 70) in West Africa pp. 362-368    
     
４.　Clinical and aetiological　study　of　adenoviral Brit. J. Ophtalmol.Vol. 66 1982 年 12 月
　conjunctivitis, with　special　references　to　adenovirus pp. 776-780   
　type 4 and 19 infections     
 
５.　Evolution of enterovirus type 70  :  Oligonucleatide  Virology Vol. 134 1984 年 1 月 
　mapping analysis of RNA genome pp. 345-348    
   
６.　Comparative studies on aetiology and epidemiology International J Epidemiol.  1987 年 1 月
　of viral conjunctivitis in three countries of East Asia-Japan,  Vol. 16 pp. 98-103
　Taiwan and South Korea     
    
７.　Factors associated with clinical reactions to rubella Intenational J Gynaecol 1987 年 2 月
　vaccination in women Obstet. Vol. 25 pp. 207-216
   
８.　Parity and susceptibility to rubella in pregnant Asia - Oceania J Obstet. 1988 年 6 月
　women in Japan Gynaecol. Vol. 14 pp.  207-211  
 
９.　Effect of dietary protein and sulfur 　 containing J Toxical Sci. Vol. 18  1993 年 4 月
　amino acids on urinary metabolites in rats injected pp. 103-109
　with chlorobenzene     
    
10.　Improvement of urinary δ-aminolevulinic acid  Jpn. J. Ind. Health Vol. 36 1994 年 2 月
　determination by HPLC and fluorescence detection  pp. 49-56
　using condensing reaction with acetylacetone and 
　formaladehyde     
 
11.　Effect of ingestion of 6-propyl-2-thiouracil on  J Toxical Sci. Vol. 20  1995 年 6 月
　biochemical indices of selenium status in rats pp. 23-28    
  
12.　Exsiting Variations on the Gene Structure of Hepatitis J. Med.Virol. Vol. 47 1995 年 10 月
　E Virus Strains from Some Regions of China pp. 303-308    
    
13.　The Effect of the crp Genotypes on the Transfor- DNA Research Vol. 3 1996 年 3 月
　mation Efficiency in Escherichial coli pp. 93-94
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14.　Immunologic Reactivitis on one year follow-up  Asian Pacific J Allergy 1997 年 1 月
　of subjects without allergy to hymenoptera stings Immunology Vol . 15 pp. 81-88    
    
15.　Hymenoptera stings and serum venom-specific Ig  Environ. Health and  1998 年 4 月
　E in Japanese Pest-control operators Prevent. Med.　
 Vol. 2 pp. 172-176  
      

  他   153   件

 

『国際協力論集』への寄稿    

　　　　　　　　　　（論文名）　　　　　　　　　　　　　　　　（掲載巻号）　　 　  （発行年月）

１.　オーストラリアにおける天然痘の歴史と“伝説”（共著） 第 12 巻第 2 号 2004 年 10 月 
    

２.　フィリピン農村地域に住む母親をとりまく保健情報の経路 第 13 巻第 2 号 2005 年 11 月 
　　―特にネットワーク分析を用いて―　（共著）     
    
３.　ウガンダでの調査を事例とした効率的 第 15 巻第 2 号 2007 年 11 月 
　　医療機器運営に資する一考察　（共著）     
   
４.　フィリピン人看護師の受け入れに伴う諸問題について 第 16 巻第 2 号 2008 年 11 月 
　　―送り出し国フィリピンのアンケート調査を踏まえて―（共著）     
    
５.　ソロモン諸島のマラリア対策における看護師の 第 16 巻第 3 号 2009 年  3  月 
　　基礎看護力の現状と課題　（共著）

６.　インドネシア人看護師・介護士の日本への受け入れに関する 第 17 巻第 1 号 2009 年  7  月
　　諸問題  　―受け入れ日本の施設と、入国したインドネシア人
　　へのアンケート調査を踏まえて―（共著）     
    
７.　シエラレオネにおける精神障害者施設の利用者の特性 第 18 巻第 2 号 2010 年 10 月 
　　―インタビュー調査からの分析―（共著）     
 


